
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

雷から身を守る方法 
１．屋内に避難する。全ての電気器具、天井・壁から1m以上離れれば更に安全。 

２．屋内避難が無理な場合は屋外の保護範囲に避難する。（雨宿りは危険！） 

    高さ 5ｍ以上30ｍ以下の高い物体（建物、塔、煙突、クレーン等） 

があれば、てっぺんを45度以上の角度で見上げる範囲で、その物体 

から4ｍ以上離れた場所で足を揃えてしゃがんでいれば比較的安全。                

「雷しゃがみ」 
開けた平地で、建物等の避難場所が無いときの対処法。 

雷から避難するために推奨されているポージング（姿勢）。 

①頭を下にかがめる（できるだけ姿勢を低くする） ②両手で耳をふさぐ 

③足の両かかと同士を合わせる  

④つま先で立つ（かかとを地面から浮かせる） 


